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長
柄
町
は
、
新
公
民
館
の
建
築
に
着
工
す
る
。
施
工
者
に
事
後
審
査
方
式
制
限

付
き
一
般
競
争
入
札
で
　
日
、
畔
蒜
工
務
店
（
横
芝
光
町
）
を
選
定
し
た
。
落
札

２１

額
は
８
億
４
８
０
０
万
円
だ
っ
た
。
工
期
は
２
０
２
２
年
３
月
　
日
ま
で
と
し
て

３１

い
る
。
建
設
予
定
地
は
、
現
公
民
館
の
近
傍
地
と
旧
長
柄
保
育
所
の
敷
地
（
桜
谷

６
９
０
番
地
外
）
で
、
新
公
民
館
建
築
後
、
早
け
れ
ば
　
年
度
に
も
現
公
民
館
を

２２

解
体
し
、
駐
車
場
な
ど
に
整
備
す
る
計
画
だ
。

　
橋
梁
で
定
期
点
検

21
成
田
市
の
中
台
橋
な
ど

　
関
東
甲
信
越
建
築
士
会
ブ

ロ
ッ
ク
会
青
年
建
築
士
協
議

会
（
田
村
貴
大
会
長
）
は
　１９

日
、
茨
城
県
建
築
士
会
青
年

女
性
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、

茨
城
県
水
戸
市
の
ウ
エ
ス
ト

ヒ
ル
ズ
水
戸
で
「
２
０
２
１

茨
城
大
会
」
を
開
催
し
た
。

協
議
会
に
は
関
東
甲
信
越
建

築
士
会
ブ
ロ
ッ
ク
会
に
所
属

す
る
青
年
女
性
建
築
士
ら
が

参
加
し
、
各
都
県
ご
と
の
取

り
組
み
発
表
や
意
見
交
換
な

ど
を
実
施
。
な
お
、
今
回
の

茨
城
大
会
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
を
用
い
た
大
会
と
な
っ
た
。

士
会
が
実
施
す
る
大
規
模
な

イ
ベ
ン
ト
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
実
施
す
る
の
は
今
回

が
初
の
試
み
に
な
る
。

　
茨
城
大
会
は
当
初
、
昨
年

度
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
受
け
て
大
会
は
延

期
。
本
年
度
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
で
協
議
し
た

と
こ
ろ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
を
行
う
際
に
は
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
大
会
の
ラ

イ
ブ
配
信
、
ズ
ー
ム
で
参
加

者
が
意
見
交
換
を
行
え
る
よ

う
工
夫
し
た
。
な
お
、
最
大

で
約
８
０
０
人
が
参
加
可
能

だ
と
い
う
。

　
今
回
の
茨
城
大
会
の
テ
ー

マ
は
「
Ｕ
Ｎ
→
Ｄ
Ｏ
と
建

築
」
。
こ
れ
は
昨
年
度
に
実

施
予
定
の
テ
ー
マ
「
運
動
と

建
築
」
を
踏
ま
え
て
命
名
し

た
。
　
年
初
頭
か
ら
世
界
中

２０

で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
直
面
し

た
こ
と
の
な
い
状
況
あ
る
。

こ
の
社
会
的
な
閉
塞
感
や
、

先
の
見
え
な
い
状
況
に
置
か

れ
た
今
、
「
で
ど
う
す
る

か
」
と
い
う
所
を
建
築
士
が

考
え
て
い
く
。
そ
の
際
に
は

た
だ
現
状
を
否
定
す
る
だ
け

の
Ｕ
Ｎ
で
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
を
見
据
え
て
Ｄ
Ｏ
す
る
。

Ｕ
Ｎ
か
ら
Ｄ
Ｏ
に
シ
フ
ト
し

て
い
く
と
い
う
考
え
を
込
め

た
と
い
う
。

　
分
科
会
の
テ
ー
マ
は
、
▽

こ
ん
な
時
代
だ
け
ど
「
ど
う

す
る
？
」
活
動
報
告
▽
こ
ん

な
時
代
だ
け
ど
「
共
有
し
よ

う
」
Ｂ
Ｅ
Ｎ
→
Ｔ
Ｏ
と
建
築

▽
こ
ん
な
時
代
だ
け
ど
「
前

へ
進
も
う
」
講
演
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
―
―
と
し
、
３

部
　構
成
で
の
実
施
と
な
っ

た
。
　
第
１
分
科
会
で
は
大
会
テ

ー
マ
に
則
り
、
各
都
県
の
個

性
豊
か
な
活
動
に
つ
い
て
発

表
す
る
。
そ
の
際
に
は
今
後

建
築
士
が
抱
え
る
で
あ
ろ
う

悩
み
に
つ
い
て
対
し
て
、
行

っ
て
き
た
事
業
や
活
動
内
容

を
報
告
。
各
都
県
で
情
報
を

共
有
化
す
る
こ
と
で
、
青
年

建
築
士
の
更
な
る
発
展
を
目

指
し
て
い
く
。

　
第
２
分
科
会
で
は
、
昼
時

に
ご
当
地
弁
当
と
ご
当
地
建

築
を
組
み
合
わ
せ
、
各
地
の

特
色
を
報
告
。
第
３
分
科
会

は
講
師
に
ソ
リ
ッ
ド
レ
イ
研

究
所
の
今
村
伊
知
郎
氏
を
招

き
、
「
Ｖ
Ｒ
と
我
々
の
生
活

環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
実
施
し
た
。

　
冒
頭
に
は
開
催
県
で
あ
る

茨
城
　県
建
築
士
会
の
柴
和

伸
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
。
柴
会
長
は
茨
城
大
会
が

リ
モ
ー
ト
開
催
と
な
っ
た
経

緯
を
説
明
し
、
「
リ
モ
ー
ト

開
催
は
我
々
茨
城
会
も
青
年

会
も
初
の
経
　験
で
あ
り
、

手
探
り
の
状
況
で
準
　備
を

進
め
て
き
た
。
建
築
士
会
の

原
動
力
は
、
青
年
の
皆
さ
ま

の
活
　動
と
発
信
力
が
大
き

な
部
分
を
占
め
て
い
る
。
こ

の
関
ブ
ロ
に
よ
っ
て
若
手
の

輪
が
拡
　大
し
、
建
築
士
の

活
動
が
活
　発
化
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
」
な
ど
と
述
べ

た
。
　
茨
城
大
会
実
　行
委
員
会

の
桜
井
充
委
　員
長
は
、

「
協
議
会
は
、
他
県
が
や
っ

て
い
る
良
い
取
り
組
み
を
自

分
の
県
に
持
ち
帰
る
こ
と
が

本
来
の
目
的
。
そ
の
考
え
は

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
あ
っ
て

も
同
様
で
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
だ
か
ら
　質
を
落
と
す
の

で
は
な
く
、
リ
モ
ー
ト
だ
か

ら
こ
そ
効
果
を
発
揮
で
き
る

方
法
を
模
索
し
た
」
と
説
明

し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
各
都
県

ご
と
に
一
年
間
の
活
動
報
告

と
、
自
ら
の
県
の
建
築
に
つ

い
て
紹
介
す
る
映
像
作
品
を

制
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

櫻
井
委
員
長
に
よ
る
と
、
各

都
県
の
作
品
は
い
ず
れ
も
特

色
が
出
て
出
来
が
良
く
、
今

後
も
建
築
士
会
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
使
え
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

映
像
作
品
で
あ
る
た
め
、
繰

り
返
し
見
る
こ
と
が
で
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
参
考
に
な

る
と
い
う
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

に
よ
っ
て
協
議
会
に
参
加
す

る
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、
そ

れ
が
参
加
者
数
増
加
に
繋
が

る
可
能
性
を
指
摘
し
、
「
今

後
の
大
会
を
現
地
開
催
と
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
に
す
れ
ば
、
建
築
士
会

の
活
動
が
さ
ら
に
活
性
化
す

る
の
で
は
」
と
考
え
を
示
し

た
。

茨
城
大
会
で
取
組
発
表

関ブロ青年
建 築 士 会

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

柴会長

櫻井委員長

茨城大会は初のオンライン開催となった

長　柄　町

新
公
民
館
の
建
築
工
事

　
億
円
で
畔
蒜
工
務
店

8.4

　
芝
山
町
は
、
一
部
の
工
事

発
注
に
当
た
っ
て
の
入
札
に

当
た
り
、
総
合
評
価
落
札
方

式
を
導
入
す
る
と
し
、
実
施

要
領
を
改
定
、
公
表
し
た
。

併
せ
て
、
低
入
札
価
格
調
査

制
度
も
採
用
す
る
た
め
、
同

じ
く
要
領
を
見
直
し
て
い
る
。

町
で
は
今
後
、
大
型
案
件
の

発
注
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
年
間
数
例
の

適
用
と
な
る
見
通
し
で
は
あ

る
も
の
の
、
同
町
で
は
初
め

て
と
な
る
導
入
を
決
め
た
と

し
て
い
る
。

　
町
が
今
回
採
用
す
る
の
は
、

当
面
の
間
と
し
な
が
ら
、
原

則
と
し
て
市
町
村
向
け
の
簡

易
型
（
特
別
簡
易
型
）
を
採

用
。
同
種
工
事
の
施
工
実
績

や
、
工
事
成
績
な
ど
定
量
的

な
評
価
項
目
と
入
札
額
を
総

合
的
に
評
価
す
る
一
方
で
、

施
工
計
画
の
評
価
は
要
件
と

し
な
い
方
針
だ
。

　
落
札
者
は
、
価
格
　以
外

の
要
　素
を
点
数
化
し
た

「
技
術
評
価
点
」
を
入
札
額

で
除
し
て
（
割
っ
て
）
評
価

値
を
算
出
す
る
「
除
算
方

式
」
で
決
定
。
「
技
術
評
価

点
」
を
算
出
す
る
た
め
の
評

価
項
目
な
ど
は
、
あ
ら
か
じ

め
定
め
た
基
準
を
も
と
に
、

対
象
工
事
の
規
模
や
内
容
に

応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
、

入
札
公
告
に
記
載
す
る
と
し

て
い
る
。

　
一
方
の
低
入
札
価
格
調
査

に
つ
い
て
も
、
総
合
評
価
方

式
に
よ
る
案
件
の
ほ
か
、
低

入
札
価
格
調
査
制
度
の
適
用

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
入
札

案
件
を
対
象
と
す
る
方
針
。

そ
の
工
事
で
は
調
査
基
準
価

格
の
ほ
か
、
価
格
失
格
判
定

基
準
を
設
定
。
入
札
額
が
基

準
価
格
を
下
回
り
、
か
つ
価

格
失
格
判
定
基
準
を
下
回
っ

た
場
合
は
調
査
す
る
こ
と
な

く
入
札
者
を
失
格
に
す
る
な

ど
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
全
　国
的
に
基

準
と
な
っ
て
い
る
中
　央
公

契
　連
を
モ
デ
ル
と
し
、
こ

れ
に
基
づ
く
県
が
定
め
た
基

準
を
　参
考
に
し
て
い
る
と

い
う
。

総
合
評
価
方
式
を
導
入

芝 山 町

低
入
調
査
制
度
も
規
定

　
対
象
の
敷
　地
は
８
２
２

５
㎡
、
構
造
は
Ｓ
造
　平
屋

で
、
床
面
積
は
、
一
部
使
用

す
る
学
童
ク
ラ
ブ
施
設
と
合

わ
せ
て
約
１
７
８
０
㎡
。
　２１

年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
。

　
実
施
設
計
は
榎
本
建
築
設

計
事
務
所
（
千
葉
市
中
央

区
）
が
担
当
し
た
。

　
関
連
の
新
公
民
館
建
築
工

事
監
理
業
務
に
つ
い
て
は
、

指
名
競
争
入
札
で
、
　
日
に

２８

開
札
を
予
定
す
る
ほ
か
、
　２１

年
度
当
初
予
算
で
備
品
購
入

に
２
１
０
０
万
円
、
引
越
し

業
務
に
２
０
０
万
円
を
確
保

し
て
い
る
。

　
町
は
、
１
９
７
４
　年
に

竣
工
し
た
現
　公
民
館
は
、

老
朽
化
が
進
み
す
で
に
　限

界
に
　達
し
て
い
る
と
判
断

し
、
新
公
　民
館
を
建
築
す

る
。
ま
た
、
新
公
　民
館
に

は
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
施
　設

機
能
を
備
え
た
複
合
施
　設

と
し
て
建
　築
す
る
と
し
て

い
る
。

　
解
体
を
予
定
し
て
い
る
現

公
民
館
は
、
年
間
で
約
１
万

５
０
０
０
人
に
利
用
さ
れ
、

施
設
規
模
は
、
Ｒ
Ｃ
造
２
階

建
て
延
べ
１
４
４
２
㎡
。
旧

長
柄
保
育
所
は
　
年
に
解
体

１９

し
た
。

　
今
後
、
　
日
に
開
か
れ
る

２４

町
議
会
臨
時
会
に
工
事
請
負

契
約
締
結
議
案
を
提
出
し
、

町
議
会
の
承
認
が
得
ら
れ
れ

ば
、
月
内
に
も
着
工
す
る
予

定
だ
。

　
白
子
町
で
７
期
　
年
ぶ
り

２８

と
な
っ
た
町
長
選
挙
で
、僅

差
に
よ
り
現
職
に
競
り
勝
ち
、

新
町
長
に
選
ば
れ
た
石
井
和

芳
新
町
長
が
　
日
朝
、町
役

２１

場
に
初
登
庁
を
果
た
し
た
。庁

舎
の
入
口
で
は
、町
職
員
ら

の
出
迎
え
を
受
け
る
な
ど
し
た
。

　
同
町
の
町
長
選
は
、
現
職

だ
っ
た
林
和
雄
氏
が
７
期
連

続
、
し
か
も
他
の
立
候
補
者

が
な
か
っ
た
こ
と
で
　
年
間

２８

無
投
票
に
よ
り
当
選
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
が
全
国
ニ
ュ

ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る

な
ど
し
て
い
た
が
今
回
、
　２３

票
と
い
う
わ
ず
か
な
差
で
、

町
議
会
議
員
だ
っ
た
石
井
候

補
が
当
選
を
果
た
し
た
。
な

お
、
同
日
に
投
開
票
さ
れ
た

町
議
会
補
選
は
１
票
差
で
決

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

再
計
票
が
請
求
さ
れ
て
い
る
。

　
初
登
庁
当
日
、
自
ら
車
を

運
転
し
、
役
場
前
の
駐
車
場

に
降
り
立
っ
た
石
井
町
長
は
、

職
員
か
ら
花
束
を
受
け
取
る

と
、
職
員
や
支
援
者
ら
に
手

を
振
り
な
が
ら
庁
舎
内
に
入

り
、
就
任
式
に
臨
む
な
ど
さ

っ
そ
く
初
の
公
務
を
こ
な
し

て
い
っ
た
。

　
石
井
町
長
は
長
期
の
政
権

運
営
を
受
け
「
新
し
い
風
」

を
吹
か
せ
る
、
と
し
た
こ
と

な
ど
、
選
挙
広
報
で
は
公
約

と
し
て
都
市
計
画
の
見
直
し

と
と
も
に
行
政
全
般
の
「
見

え
る
化
」
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

観
光
業
の
促
進
な
ど
を
掲
げ

て
い
た
。

　
石
井
町
長
は
１
９
５
１
年

同
町
生
ま
れ
。
日
本
大
学
法

学
部
卒
業
後
に
千
葉
興
業
銀

行
に
入
行
し
、
２
０
１
５
年

に
は
同
町
議
会
議
員
に
初
当

選
、
２
期
目
で
同
職
を
辞
任

し
て
立
候
補
し
て
い
た
。

　
佐
倉
市
は
、
城
南
橋
な
ど

　
カ
所
の
道
路
橋
点
検
業
務

３３を
日
本
イ
ン
シ
ー
ク
（
大
阪

市
中
央
区
）
に
委
託
し
た
。

３
日
開
札
の
制
限
付
き
一
般

競
争
入
札
に
よ
り
辞
退
を
除

い
た
　
社
か
ら
選
定
し
て
お

１４

り
、
税
抜
き
の
予
定
価
格
２

０
８
１
万
円
に
対
し
て
同
落

札
価
格
は
１
１
４
５
万
円
だ

っ
た
。
市
の
橋
梁
長
寿
命
化

修
繕
計
画
に
基
づ
き
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

同
業
務
の
成
果
を
、
今
後
の

施
設
整
備
に
活
用
し
て
い
く

方
針
。

　
業
務
概
要
は
▽
業
務
計
画

書
作
成
▽
新
技
術
な
ど
の
活

用
検
討
▽
現
地
踏
査
▽
定
期

点
検
▽
点
検
調
書
作
成
と
、

そ
の
他
記
録
の
補
完
▽
報
告

書
作
成
―
―
な
ど
と
し
た
。

履
行
期
間
は
２
０
２
２
年
３

月
　
日
ま
で
。

１８
　
対
象
と
な
る
橋
梁
は
、
城

南
橋
と
青
菅
橋
、
矢
橋
、
石

神
橋
、
川
土
橋
、
今
市
橋
、

下
勝
田
橋
、
瓜
坪
１
号
橋
、

文
巻
橋
、
直
弥
橋
、
岩
富
４

号
橋
、
宮
ノ
橋
、
臼
井
田
３

号
橋
、
下
崎
橋
、
上
座
橋
、

渡
戸
橋
、
丸
山
橋
、
山
崎
橋
、

柏
葉
橋
、
佐
倉
橋
、
下
根
１

号
橋
、
下
根
２
号
橋
、
下
根

３
号
橋
、
下
根
４
号
橋
、
寺

の
下
橋
、
弁
天
橋
、
小
先
橋
、

小
菅
橋
、
根
崎
橋
茨
、
下
志

津
橋
、
立
橋
、
皿
田
橋
、
西

志
津
歩
道
橋
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
関
連
し
て
市
は
、

今
年
度
に
つ
い
て
は
３
橋
を

対
象
と
し
た
「
寺
崎
陸
橋
外

２
橋
道
路
橋
定
期
点
検
業
務

委
託
」
と
　
橋
を
対
象
と
し

１１

た
「
郷
ノ
台
橋
外
　
橋
道
路

１０

橋
定
期
点
検
業
務
委
託
」
も

発
注
す
る
こ
と
で
、
年
度
内

に
計
　
カ
所
を
橋
梁
点
検
す

４７

る
見
通
し
。

日
本
イ
ン
シ
ー
ク
に
委
託

佐　倉　市

城
南
橋
な
ど

　
カ
所
の
定
期
点
検

33

石
井
町
長
が
初
登
庁

白　子　町

7
期
ぶ
り
の
新
首
長
迎
え

　
成
田
市
は
、
中
台
８
号
橋

な
ど
　
カ
所
の
橋
梁
点
検
業

２１

務
委
託
に
関
す
る
制
限
付
一

般
競
争
入
札
（
事
後
審
査

型
）
に
よ
る
手
続
き
を
進
め

て
い
る
。
税
抜
き
の
予
定
価

格
に
３
９
６
６
万
円
、
同
最

低
制
限
　価
格
に
２
５
４
４

万
６
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ

設
定
し
て
い
る
。
　
日
か
ら

１８

　
日
ま
で
入
札
書
を
受
け
付

２４

け
、
　
日
に
開
札
す
る
予
定

２５

だ
。
　
同
業
務
は
、
橋
梁
の
各
部

材
を
対
象
と
し
て
近
接
目
視

・
打
音
検
査
・
触
診
な
ど
の

点
検
に
よ
り
調
書
を
作
成
し
、

安
全
で
円
滑
な
交
通
確
保
と

第
三
者
へ
の
被
害
を
防
止
す

る
な
ど
、
適
切
な
橋
梁
の
維

持
管
理
に
必
要
な
情
報
を
ま

と
め
る
も
の
。

　
業
務
概
要
は
▽
計
画
準
備

▽
現
地
踏
査
▽
関
係
機
関
と

の
協
議
（
県
土
木
・
警
察
・

京
成
電
鉄
・
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
他
）
▽
状
態
の
把
握

（
点
検
）
▽
健
全
性
の
診
断

▽
点
検
調
書
作
成
▽
報
告
書

作
成
▽
打
合
せ
協
議
―
―
と

し
た
。
履
行
期
間
は
２
０
２

２
年
３
月
　
日
ま
で
。

３１

　
市
に
よ
る
と
、
対
象
と
な

る
橋
梁
は
、
中
台
８
号
橋

（
橋
長
　
ｍ
）
と
中
台
７
号

３７

橋
（
同
　
・
６
ｍ
）
、
加
良

３０

部
２
号
橋
（
同
　
ｍ
）
、
磯

３０

部
新
橋
（
同
　
・
　
ｍ
）
、

１９

６８

関
戸
橋
（
同
　
・
　
ｍ
）
、

９２

３６

寺
見
橋
（
同
　
・
　
ｍ
）
、

３９

９６

愛
宕
橋
（
同
　
・
６
ｍ
）
、

５３

郷
部
小
橋
（
同
　
・
　
ｍ
）
、

１９

５２

郷
部
大
橋
（
同
２
６
０
ｍ
）
、

新
取
香
橋
（
同
　
・
　
ｍ
）
、

４９

９１

芦
田
橋
（
同
　
ｍ
）
、
第
二

１８

芦
田
橋
（
同
　
ｍ
）
、
元
不

１７

動
歩
道
橋
（
同
　
・
７
ｍ
）
、

２４

吉
倉
第
一
橋
（
同
　
・
　

５４

７２

ｍ
）
、
吉
倉
地
内
橋
芋
（
橋

長
　
・
８
ｍ
）
、
苅
分
橋

２０
（
同
　
・
３
ｍ
）
、
阿
利
那

２３

橋
（
同
　
・
　
ｍ
）
、
阿
利

３１

６７

那
橋
側
道
橋
（
同
　
・
　

３１

９８

ｍ
）
、
吉
倉
第
三
橋
（
同
　１３

・
　
ｍ
）
、
公
津
橋
（
同
　

４６

１５

・
１
ｍ
）
、
小
菅
歩
道
橋

（
同
１
５
０
ｍ
）
と
し
て
い

る
。
　
市
は
、
　
年
の
道
路
法
改

１３

正
を
受
け
、
　
年
７
月
よ
り

１４

「
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
・
門
型

標
識
等
」
を
５
年
に
１
度
近

接
目
視
に
よ
り
点
検
す
る
こ

と
が
義
務
化
さ
れ
た
た
め
、

　
年
度
か
ら
市
が
管
轄
す
る

１６

１
６
４
橋
の
点
検
を
実
施
。

今
年
度
は
　
橋
を
点
検
す
る

２１

と
と
も
に
、
そ
の
結
果
も
踏

ま
え
た
修
繕
を
推
進
す
る
方

針
だ
。

　
な
お
、
今
年
度
に
実
施
す

る
主
要
事
業
で
市
は
、
橋
梁

長
寿
命
計
画
に
基
づ
き
京
成

線
を
跨
ぐ
阿
利
那
橋
と
阿
利

那
橋
側
道
橋
の
計
２
橋
に
関

す
る
長
寿
命
化
修
繕
工
事
に

向
け
た
工
事
委
託
料
と
し
て

限
度
額
１
億
０
５
０
５
万
円

の
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し

て
い
る
。
期
間
は
　
年
度
。

２２

両
橋
と
も
鉄
道
を
跨
い
で
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
工
事
発

注
は
京
成
電
鉄
（
市
川
市
）

が
担
当
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
可
能
な
貢
献

習志野イン
フラ協議会

市
長
も
参
加
し
慈
善
活
動

　
習
志
野
市
イ
ン
フ
ラ
協
議

会
（
岩
井
健
会
長
）
は
　
日
、

１８

２
０
２
０
年
度
に
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
同
市

庁
舎
で
消
毒
活
動
を
実
施
し

た
。
一
般
市
民
が
訪
れ
る
フ

ロ
ア
を
中
心
に
、
カ
ウ
ン
タ

ー
な
ど
不
特
定
の
市
民
が
触

れ
る
場
所
を
開
庁
前
の
早
朝

に
消
毒
す
る
な
ど
、
　
年
度

２１

も
日
常
の
業
務
と
併
せ
て
市

民
の
安
全
・
安
心
確
保
に
貢

献
し
た
。

　
同
協
議
会
で
は
、
梅
雨
時

に
窓
を
開
け
て
の
換
気
が
し

に
く
い
時
期
に
「
わ
れ
わ
れ

が
で
き
る
事
業
を
考
え
」
、

庁
舎
に
設
置
さ
れ
誰
も
が
利

用
す
る
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
な

ど
を
ア
ル
コ
ー
ル
で
消
毒
す

る
活
動
を
、
社
会
貢
献
事
業

の
う
ち
『
お
も
て
な
し
消
毒

活
動
』
と
し
て
開
催
す
る
こ

と
を
企
画
し
た
。

　
早
朝
に
市
庁
舎
に
集
ま
っ

た
会
員
に
対
し
、
作
業
に
先

立
ち
激
励
し
た
宮
本
泰
介
市

長
は
「
普
段
か
ら
市
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
守
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
会
員
の
皆
さ
ん
が
、

市
民
の
気
持
ち
ま
で
考
え
て

　
県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

（
鈴
木
賢
治
会
長
）
は
　
日
、

２１

建
設
業
災
害
防
止
協
会
（
建
災

防
）
県
支
部
と
共
催
で
、
２
０

２
１
年
度
の
「
労
働
安
全
衛
生

研
修
会
」
を
、
千
葉
市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
い
た
。
建
災
防
か
ら

の
講
師
と
し
て
田
中
素
夫
氏
が

「
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使

用
作
業
」
を
テ
ー
マ
に
、
作
業

知
識
か
ら
法
令
、
器
具
の
使
用

に
関
し
て
講
義
し
た
。
約
　
人
３０

が
参
加
し
た
。

　
例
年
開
か
れ
て
い
る
同
研
修

会
は
、
働
く
人
が
現
場
で
の
安

全
確
保
に
関
す
る
知
識
を
修
得

す
る
こ
と
で
、
重
篤
な
労
働
災

害
を
防
止
し
、
健
康
で
安
全
・

快
適
な
生
活
環
境
・
職
場
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
目
的

だ
。
　
講
義
に
先
立
ち
同
協
会
事
業

委
員
会
の
池
田
潔
委
員
長
は
、

協
会
が
力
を
入
れ
て
い
る
事
業

の
一
つ
で
、
　
年
度
か
ら
は
Ｃ

１９

Ｐ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
定
を
受

け
て
い
る
と
し
た
上
で
、
「
研

修
会
を
き
っ
か
け
に
、
日
ご
ろ

の
安
全
管
理
や
健
康
管
理
を
再

確
認
し
、
認
識
を
新
た
に
し
て

今
後
一
層
、
現
場
の
安
全
確
保

を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
研
修
会
は
、
「
墜
落
制
止
用

器
具
の
う
ち
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型

の
も
の
を
用
い
て
行
う
作
業
の

業
務
に
係
る

特
別
教
育
用

テ
キ
ス
ト

（
建
災
防
）」

を
使
用
し
て

進
め
ら
れ
た
。

　
田
中
氏
は
、

関
係
法
令
な

ど
を
参
照
し

な
が
ら
、
作

業
に
用
い
る

設
備
の
種
類
、

構
造
、
取
り

扱
い
方
法
や
、

点
検
整
備
の

方
法
、
使
用

方
法
、
事
故

発
生
時
の
措

置
な
ど
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
。
受

講
者
ら
は
真
剣
に
メ
モ
を
と
り

な
が
ら
聴
講
し
た
。

　
　
年
に
労
働
安
全
衛
生
法
施

１８
行
令
が
一
部
改
正
さ
れ
、
一
定

の
要
件
を
備
え
た
も
の
で
な
い

と
使
用
で
き
な
い
「
安
全
帯
」

が
「
墜
落
防
止
器
具
」
に
改
め

ら
れ
た
。
ま
た
、
労
働
安
全
衛

生
規
則
な
ど
の
一
部
改
正
で
高

さ
２
ｍ
以
上
の
箇
所
で
作
業
床

を
設
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
所

は
、
墜
落
制
止
用
器
具
の
う
ち
、

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
の
も
の
を
用

い
て
作
業
す
る
場
合
な
ど
は
、

特
別
教
育
対
象
と
な
っ
た
。

行
動
し
て
も
ら
う
こ
と
に
、

心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
」
と

呼
び
か
け
た
。
宮
本
市
長
は

こ
の
後
、
消
毒
活
動
に
も
賛

同
、
参
加
し
て
い
る
。

　
同
協
議
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で

命
を
落
と
す
人
が
い
る
中
、

高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

こ
そ
始
ま
っ
た
も
の
の
、
ま

だ
ま
だ
安
心
で
き
る
状
況
で

は
な
く
、
市
民
が
少
し
で
も

安
心
し
て
来
　庁
で
き
る
こ

と
を
目
指
し
、
参
加
者
を
市

民
窓
口
と
健
康
　福
祉
エ
リ

ア
の
２
班
に
分
け
て
、
市
職

員
の
応
援
も
受
け
、
各
所
の

消
毒
な
ど
作
業
を
展
　開
し

た
。
　
当
日
の
参

加
者
は
次
の

通
り
（
順
不

同
）
。

　
▽
ケ
イ
ハ

イ
▽
京
葉
工

管
▽
京
葉
パ

イ
ピ
ン
グ
▽

栄
　工
業
▽

サ
ク
ラ
設
備

▽
三
徳
工
業

▽
鈴
木
水
道

▽
習
志
野
工

業
▽
福
葉
水

道
▽
藤
井
建

設
▽
不
二
公

業

30人が研修会に参加 県空衛協

池田委員長田中講師

フ
ル
ハ
ー
ネ

フ
ル
ハ
ー
ネ
スス
のの
作
業
と
取
り
扱

作
業
と
取
り
扱
いい

研修会は約6時間に及んだ

開庁前のフロアをくまなく消毒

花
束
を
手
に
入
庁
す
る
石
井
新
町
長

info
折れ線


